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Ｖｏｌ．５ 

 Wi-Fi 環境の準備を 

GIGA スクール構想の本格運用が始まって

早半年。学校ではタブレット端末の利活用が

徐々に増えてきました。 

子供たちが端末をノートや鉛筆と同じ「学

びの１つの道具」として使いこなすための取

り組みとして端末の持ち帰りがあります。 

端末を持ち帰り、右のようなデジタルドリ

ルに取り組んだり、タイピング練習、調べ学

習などをしたりする中で、子供たちは情報活

用能力等を養っていきます。 

 現在、市では今後に向けセキュリティ設定

やルール作りなど必要な準備を行い、持ち帰

り時期を含めて学校と調整を進めています。 

🔸タブレット端末の持ち帰りに向けて 

 タブレット端末による学習はインターネッ

トに接続して使用することが基本となるた

め、保護者の皆様には、ご家庭の Wi-Fi 環境

の整備にご協力をお願いします。 

 通常時の端末持ち帰りや、新型コロナウイ

ルスの影響による自宅学習など、様々な場面

で Wi-Fi 環境が必要となる場合がありますの

で、この機会に準備をお願いします。 

通信契約及び通信費については

各ご家庭で負担していただくこ

とになりますが、通信環境に必

要となるモバイルルーターにつ

いては、希望するご家庭に貸し

出しを行います。 

吉川市 モバイルルーター 検索 

教育総務課 ☎048-984-3565 

 健康面への配慮について 

 学校でタブレット端末を使用する際は、基

本的に文部科学省が出す、健康面に関する注

意点等に沿った使い方をしています。 

 端末をご家庭に持ち帰った際には、右図お

よび以下の内容を参考にお子さんへのお声掛

け等をお願いします。 

●30 分に 1 回は 20 秒以上画面から目を離して

遠くを見る 

●部屋の明るさに合わせ画面の明るさを調整する 

一人一人の解答結果に合わせたド

リル出題が可能な個別学習ドリ

ル。 

Google社が提供する教育向

けのクラウド型統合アプリ

ケーション。安全な環境で

様々なアプリが使用可能。 

 モバイルルーターの貸出について 

「教育の情報化に関する手引-追補版-【文科省】」  

に一部追記 

１人１人の意見をクラス全員に

素早く共有し整理できるツー

ル。 

今年度市が導入している学習

支援ソフト（↓アプリの一部） 

発表資料の作成や子供同士の協

働作業が可能なツール。 

画面から目を 

30 ㎝以上離そう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

🔸プレゼン力
りょく

養成講座スタート 

 市では相手意識や目的意識を持った「わ

かりやすく」「効率的な」プレゼンテーシ

ョンの作成をとおし、自己肯定感等の非認

知能力や情報活用能力を高めることなどを

目的として、「プレゼン力養成講座」を開

催しています。 

 今年初めての取り組みとなるこの講座。

夏に参加の募集をしたところ、２２名の小

中学生が応募しました。 

 参加者は９月から計６回ある講座をとお

してプレゼン力を磨き、１２月に市民交流

センターおあしすで開催される「吉川市児

童生徒プレゼンテーション大会」で成果発

表を行う予定です。 

 講座の中で自分の思いを表現するため

に、情報を取捨選択・整理する、見やすい

画面を作る、分かりやすい説明をするなど

のことを学び、発表に臨みます。 

●講座は前号で紹介した教育指導支援員 大西

久雄先生の講義からスタート。「自分の思い

や考え、アイデアを自分の言葉で語り、他の

人を納得させ、心を動かし行動してもらうの

がプレゼン」などの説明を聞きました。 

●上手なプレゼンの動画を見ながら、

身振り手振り・声・姿勢・目線などの

良いところを書き出した後、プレゼン

テーマを自由に設定。自分なりに６枚

のスライドの構想を描きます。 

●自宅に持ち帰った端末でスラ

イドの作成を続け、大西先生が

オンライン上でアドバイス。 

●構想シートにつ

いて大西先生のチ

ェックを受ける子

供たち。話の展開

の仕方など先生と

一緒に考えまし

た。OK が出た人

からタブレット端

末でスライドづく

りを始めます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


